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１ 市町村の事例
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（３）文化・芸術活動に関すること
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事 業 名    第３９回豊浦地区文化・芸能祭 
 
 

目 的  公民館及び地域で活動している団体及び個人の活動成果の発表の場として位置づけ、  
       豊浦地区の文化・芸術の情報発信とともに、地域のまつりとして定着させていく。 
 
実施主体  豊浦地区文化・芸能祭実行委員会、豊浦地区公民館 

 

参加対象  豊浦地区公民館利用団体等・個人、豊浦地区の保育園・小中学校及び福祉施設入 

      所者など               参加者数  来場者数1,920人  

 

回  数  １回       日 数  ２日間       時 間  １５時間  

 

場 所  豊浦地区公民館、豊浦体育センター  

 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

１１月９日（土）９
時～１７時、１０日
（日）９時～１６時 
 

豊浦地区の創作活動、技能習得等の発表の場を設け、地域
のまつりとして豊浦地区が一体となり、文化・芸術のまつりとし
て盛り上げる。また社会貢献の一端を担う。 
 

 

内
容
・
方
法 

 
展示コーナー出品団体…豊水会（水墨画）、きり絵クラブ、陶楽会、書道クラブ、手芸クラブ、籐細工クラブ、

フラワーアレンジの会、天王デジカメクラブ、月岡菊友会、龍生派いけばな、JA 北越後豊浦支部女性 
部生花、豊浦洋画クラブ、地区内在住等の一般作品、豊浦地区内の５福祉・１医療施設、豊浦保育 
園、中浦・天王・荒橋・本田の各小学校、豊浦中学校、チャレンジ真木山キッズ、豊浦大学、わたしとあ 
なたの趣味講座、陶芸教室。（28 団体と一般作品） 

 
芸能祭出演団体…（出演順）中浦小学校、琴豊会、サクソフォン・オーケストラ「ヴィヴァーチェ」、よさこいドラ
ゴン、豊浦民謡愛好会・三味線教室、はつらつあじさい教室、詩舞吟豊浦、新発田春扇弥生会、和童、豊
浦中学校吹奏楽部、豊浦地区青少年健全育成協議会、ｍｅｗ ｍｅｗ、身晴会、とようらおんがく倶楽部、 
新発田相撲甚句会、豊浦ダンスクラブ。（16 団体） 

 
その他の催し物…籐細工体験コーナー、焼きイモ無料配布（チャレンジ真木山キッズ食育クラブ畑収穫）、 
 昔の懐かしい映像上映会、とようらマジッククラブのショー、お笑い事業団ニイガタのショー、まきやま茶会 
（徳永茶道教室、チャレンジ真木山キッズ茶道クラブ）、お楽しみ抽選会（7 企画） 
 
チャリティーバザー…各出展団体作品チャリティー、軽食バザー（豊浦地区食育ボランティアグループ）、不
用品販売・タオルチャリティー（ボランティア「豊浦みんなの会」）、otocoichi（フリーマーケット）の寄附金の 
合計は９万円となり、タオルは２９１本集まる。１１月２９日（金）に、代表して伊藤弘実行委員長と伊藤公民 
館長、安藤主任とで豊浦地区の五つの福祉施設に寄付。 

 
 
成 果   ① 実行委員会方式で行うことにより、豊浦地区で活動する文化団体等の横連携と一体 

        感が生まれた。 

② 文化団体等が前面に出るため来場者に団体等を紹介する場となり、団体の会員等の 

確保や文化・芸術・芸能等に関心を持つ絶好の機会となった。 

       ③ 豊浦地区のまつりとして位置づけ開催したため、地域のにぎわい創出に貢献した。 

 
課 題   ① 参加団体等の活動支援・育成等を図り、実行委員会を強化していく。 

② 今後も来場したくなるような魅力ある事業を実施し、PR面にも力を入れていく。 
       ③ 文化・芸術の発信を定期的に行っていく。 

 
問合せ先  新発田市教育委員会 豊浦地区公民館（担当：安藤昌弘）☎0254-22-2081 
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事 業 名 さわらび演劇祭・照明、音響等技術講習会 
 
目 的 市営の会館である通称ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ『さわらび』（客席392）で毎年行う魚沼 

地域の一般・高校生による演劇発表会及び演劇愛好団体・高校演劇部の交 
流と演技舞台づくりの技術の向上を目的とする。  

 
実施主体 南魚沼市教育委員会 
 
参加対象  魚沼地域の演劇愛好団体・高校演劇部  参加者数 延べ200人 
 
回 数   １回       日 数  ２日       時 間 延べ１２時間程度 
  
場 所  旧大和町 ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ『さわらび』 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

8月31日（土） 
～9月6日（金） 
 
9月7日（土） 
9：00～17：00 
9月8日（日） 
9：00～17：00 

『さわらび』演劇祭リハーサル 
仕込みによる技術講習会 

 
 
『さわらび』演劇祭 
 
 

 
それぞれの団体の 
脚本担当 

内
容
・
方
法 

出場８団体を２日間に分け、それぞれの持ち時間１時間程度で演劇発表を行う。 
採点はしない。 
前日に出演者で仕込み（音響・照明・舞台）を行う。 

 
 
成 果  ・普段学校の教室等で演劇練習をしているが、リハーサル等で実際のﾎｰﾙの舞台での練習 
       を行うことよって、発表の雰囲気などが得られる。また、照明等を自ら行うことによ 
        りスタッフとしての技術を身につけることができる。 
 
課 題  ・演劇を行う人たち（演劇部等）が年々少なくなってきている。今後も『さわらび』の 

ホールを演劇愛好者に提供していきたい。 
 
 

 
問合せ先 南魚沼市教育委員会社会教育課 生涯学習班（担当：石田洋一郎）TEL:025-773-6610 
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事 業 名   弥彦村文化芸能祭協賛  
古典シネマ上映会「１日だけの映画館いやひこ」 

 
 
目 的  同日開催する弥彦村文化芸能祭の集客を図るとともに、優れた映画の鑑賞 

機会を提供し、地域の芸術文化の向上発展に努める。 
 
実施主体  弥彦総合文化会館、弥彦村文化協会 
 
参加対象  一般                参加者数  ７９名 
 
回 数  １回       日 数  １日       時 間 ６時間５０分 
 
場 所  弥彦総合文化会館 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

10月12日（土） 
10:00～16:50 
 

10：00～11：50 『風の又三郎 ガラスのマント』 
13：00～14：50 『次郎物語』 
15：00～16：50 『あすなろ物語』 

 

内
容
・
方
法 

文化庁と東京国立近代美術館フィルムセンターが日本各地の文化施設と連携・協力し、所蔵
映画フィルムを巡回上映する「文化庁優秀映画鑑賞推進事業」に申込み、弥彦村では初めて実
施した。弥彦村文化芸能祭の集客を目的の一つとし、文化芸能祭を主催する弥彦村文化協会か
ら、上映プログラムの選定や宣伝周知等の企画運営に深く関わって頂いた。 

入場料３００円で３本の映画を鑑賞可能で、入退場も自由とした。 
 
成 果  ・ 来場者アンケートの結果から「古い映画の良さを知ることができた。また企画して

欲しい」といった感想を多く頂き、上映内容については大変好評だった。共催した弥
彦村文化協会からも、ぜひ次年度も開催したいという希望を頂いた。 

 
 
課 題  ・ 入場者数については事前の期待を下回る結果となった。マスコミへの強い働きかけ

や、文化協会会員からの積極的な口コミを依頼するなどして、効果的な集客をする必
要がある。 

 
 
問合せ先  弥彦総合文化会館（担当：山野上） TEL：0256-94-4311 
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事 業 名    文化芸術鑑賞会 「劇団かかし座」公演 
 
 
目 的  町民が優れた芸術に触れる機会を提供するため。  
 
実施主体  出雲崎町公民館 
 
参加対象  一般                参加者数  ４００人 
 
回 数  １回       日 数  １日         時 間  １時間３０分 
 
場 所    出雲崎町民体育館 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

5月14日（火） 
14:00～15:30 影絵劇「長靴をはいたねこ」  

劇団かかし座 

内
容
・
方
法 

・影絵劇「長靴をはいたねこ」 
・その他影絵体験など 

 
 
成 果  ・小中学生をはじめとした町民の皆さんが、様々な芸術に触れることができた。来年度

以降も様々な公演を行っていきたい。  
 
 
課 題  ・ＰＲの方法を考え、多くの町民に来てもらえるようにする。  
 
 
問合せ先     出雲崎教育委員会 社会教育係 ℡：0258-78-2250 
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平成２５年４月２２日 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

【開催日】平成 25 年 5 月 14 日（火）   

【日 時】平成 25 年 5 月 14 日（火） 

【場 所】出雲崎町民体育館 

【時 間】開場 13:30 開演 14:00～（上演時間 75 分） 

【プログラム】 影絵劇「長靴をはいたねこ」  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【入場料】 無 料 

町民のみなさまへ 

 公民館では、町民のみなさまに多くの文化・芸術にふれていただくため、毎年「文化芸

術鑑賞会」を開催しております。 

 今年は、日本初の影絵の専門劇団『劇団かかし座』による影絵劇「長靴をはいたねこ」

の上演を行います。皆さま是非ご来場ください。 

【主 催】出雲崎町公民館 
【問合せ】出雲崎町教育委員会社会教育係 担当 五十嵐 
【ＴＥＬ】７８－２２５０ 【ＦＡＸ】７８－４５５９ 

俳優の演技と美しい影絵、様々な人形が組み合わさった影絵劇ならではのユ

ニークなステージをお楽しみください。 

人食い鬼が、一瞬でライオンに変身！影絵劇ならでは

の演出にご注目ください。 

影絵劇では、場面に応じた様々

な人形が出てきます。俳優との

コンビネーションで、ユニーク

なステージを創り上げます。 
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事 業 名     劇団ポプラと津南町の子どもたちによる 
         ミュージカル「シンドバットの大冒険」公演 
 
目 的  生の優れた舞台芸術を体験し、文化芸術意識の高揚を図る。 
 
実施主体  津南町 
 
参加対象  町内小学校4年生～6年生        参加者数   延べ19名 
 
回 数  ５回       日 数   ５日       時 間  ２３時間 
 
場 所  津南町文化センター ホール 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

8月7日（水） 
13:30～16:30 顔合わせ・全体の流れ説明・ワークショップ 劇団ポプラ 

内
容
・
方
法 

・出演児童の顔合わせ 
・本番までのスケジュール等の説明 
・ワークショップ（歌・振り付けの基礎） 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 
8月21日（水） 
A:9:00～12:00 
B:13:30～16:30 

ワークショップ 劇団ポプラ 

内
容
･
方
法 

・午前は、Aチームのワークショップ（歌・振り付け） 
・午後は、Bチームのワークショップ（歌・振り付け） 
  ※本番は２ステージ行うため、出演児童をAチームとBチームの２チームに分け、それぞれ 

１ステージずつ出演してもらう 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 
8月22日（木） 
A:9:00～12:00 
B:13:30～16:30 

ワークショップ 劇団ポプラ 

内
容
･
方
法 

・午前は、Aチームのワークショップ（歌・振り付け） 
・午後は、Bチームのワークショップ（歌・振り付け） 

４ 

期日・時間 テーマ 講師等 
8月23日（金） 
15:00～18:00 最終リハーサル 劇団ポプラ 

内
容
･
方
法 

・出演者全員（児童と劇団員）での最終リハーサル 
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５ 

期日・時間 テーマ 講師等 
8月24日（土） 
A:10:30～12:00 
B:14:00～15:30 

ミュージカル本番 劇団ポプラ 

内
容
･
方
法 

・午前は、Aチームと劇団ポプラによるミュージカル公演 
・午後は、Bチームと劇団ポプラによるミュージカル公演 

 
成 果  ・出演児童にとっては、普段体験できない貴重な舞台経験となり、舞台芸術に対する 

意識の高揚が図られた。 
 
課 題  ・出演児童数が少なかった。もっと多くの児童から体験してもらう。 
 
 
問合せ先  津南町教育委員会生涯学習班（津南町公民館内）担当：小林義明 ℡：025-765-3134 
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事 業 名 粟島芸術劇場～弦楽器とピアノのリサイタル～ 
 
 
目 的  日頃、生演奏に接する機会の少ない村民に対し、その機会を提供する。 
 
実施主体  粟島浦村教育委員会（マイタウン・コンサートのみ県文化振興財団と共催） 
 
参加対象  一般村民              参加者数  延べ１００名 
 
回 数  ２回       日 数  ２日        時 間  延べ４時間 
 
場 所  粟島浦小中学校体育館 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

平成２５年６
月７日（金） 
１９時から２
１時 

マイタウン・コンサート２０１３in粟島 
廣川妙子、庄司愛、佐々

木友子、渋谷陽子、鈴木
規子 

内
容
・
方
法 

午後は学校でワークショップ、夜は体育館で村民向けの弦楽四重奏とソプラノによるクラシッ
クの名曲リサイタル。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 
平成２５年９月
１１日（水） 
１９時から２１
時 

荒憲一＆二塚裕美 ピアオデュオ・リサイタル 
荒憲一、二塚裕美 

内
容
･
方
法 

午後は学校でワークショップ、夜は体育館で村民向けのピアノデュオ・リサイタル。 

 
成 果  ・ 荒憲一氏はベルリン・フィル、Ｎ響などの世界一流オケ、シャルル・デュトワ、朝 
        比奈隆などの世界的巨匠との共演経験を持つ日本を代表する世界的ピアニストである。 
        そのような高名な演奏家を離島粟島に招聘してのコンサートを実施することができ、 

村民にとっては特別な体験となった。 
 
 
課 題  ・ 遠方から演奏家を招聘するとどうしても経費がかかる。 

今後も継続するためには安定した財源の確保が課題である。 
 
 
問合せ先  粟島浦村教育委員会 ０２５４－５５－２１１１ 
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荒憲一＆二塚裕美 四手による 

ピアノデュオ・リサイタル 

 

日時  平成２５年 ９月１１日（水）午後７時開演 

場所  粟島浦小中学校体育館 （入場無料） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ プログラム ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

モーツァルト      四手のためのソナタ 変ロ長調 K.358 

ディアベリ       四手のためのソナチネ Op.24-1 第一楽章 

ベートーヴェン     四手のためのソナタ ニ長調 Op.6 

（休憩） 

ドヴォルジャーク    スラヴ舞曲 Op.72-2 

リスト         愛の夢 第三番 

ガーシュイン      ラプソディ・イン・ブルー 

♪第一ピアノ 二塚裕美  ♪第二ピアノ 荒憲一 
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出演者プロフィール 

 

荒 憲一（あら けんいち） 
福島県相馬市に生まれる。東京芸術大学附属高校並びに東京芸術大学に学び 1954 年全日本

学生音楽コンクール高校の部全国第一位。東京芸術大学在学中には、東京交響楽団定期演

奏会でデビュー。東京にて第一回リサイタルの後、渡独。ベルリン芸術大学に入学しヘル

ムート・ロロフ教授に師事。1969 年ベルリン放送交響楽団との共演でベルリンデビュー。

その成功によりベルリンフィルハーモニー管弦楽団と共演。更にチェコフィル、ベルリン

シンフォニー、アムステルダムフィルハーモニー、バンクーバーシンフォニーとの共演、

また国内でも N 響、大阪フィル、京響、東響、九響、札響など全国の主要オーケストラ全

てと共演した。シャルル・デュトワ、ゲルト・アルブレヒト、朝比奈隆、秋山和慶、外山

雄三、延原武春など第一線の指揮者との共演も数多い。又、ベルリンフィルのヴァイオリ

ン首席奏者、トーマス・ブランディス、チェロ首席奏者ヴォルフガング・ベッチャーと共

にベルリンフィルピアノトリオを結成し、ベルリンフィルハーモニーホールにおけるデビ

ューコンサートの後、共に来日して成功をおさめた。この他、木田志津加とのピアノデュ

オにおいても国内各地での演奏会の後、ベルリンでのリサイタル、さらに 2002年にはニュ

ーヨーク・カーネギーホールにてリサイタルを開催し成功をおさめた。 

京都市立芸術大学教授を経て大阪芸術大学大学院客員教授、高崎芸術大学特別教授、神戸

山手女子短期大学特別教授を歴任し、新しい世代を担う若人と共に音楽への情熱を傾けて

いる。 

 
二塚 裕美（にづか ひろみ） 
大阪に生まれる。大阪芸術大学に学び、卒業時には最優秀の成績を修め学長賞を受賞。そ

の後、大阪芸術大学大学院に進み荒憲一氏に師事した。2004 年大阪ザ・フェニックスホー

ルにておいてデビューリサイタル開催。2007 年に開催したリサイタルではその成果に対し

平成 19 年度「大阪文化祭賞奨励賞」を受賞した。2008 年現田茂夫氏指揮大阪フィルハーモ

ニー交響楽団とベートーヴェン作曲ピアノ協奏曲第二番を共演。2011 年延原武春氏指揮テ

レマン室内オーケストラとメンデルスゾーン作曲ピアノ協奏曲第一番を共演。又、2013 年

1月には同オーケストラとベートーヴェン作曲ピアノ協奏曲第五番「皇帝」を共演し、好評

を博した。これまでに数多くのサロンコンサート出演の他、大阪市・大阪フィル共催によ

る「大阪クラシック」、朝日新聞社主催の「アサコムコンサート」に出演する等、活躍を続

けている。彼女の内面から率直に表現される演奏は魅力的であり、多くの人々に支持され

共感を呼んでいる。二塚裕美は今後更なる発展を期待されるピアニストである。 
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